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第 1 章

移行の準備

• はじめに, 1 ページ

• M1移行について, 1 ページ

• 移行の準備チェックリスト, 2 ページ

• 移行前の手順, 6 ページ

はじめに
Cisco Prime Collaboration Deploymentは、Unified Communicationsアプリケーション用の移行アプリ
ケーションです。リリース 10.0(1) Cisco Unified Communications Managerからは仮想マシンのみを
サポートし、物理サーバをサポートしません。 Prime Collaboration Deployment 10.5(1)でユーザは
物理サーバに導入された既存のクラスタを仮想マシン上の Cisco Unified Communications Manager
Release 10.5(1)に移行できます。物理マシンで動作する 10.0(1)以前のCiscoUnified Communications
Managerクラスタを保有し、Prime Collaboration Deploymentを使用して、仮想マシンで動作する
Cisco Unified Communications Manager 10.5(1)に移行する場合、このプロセスはM1移行と呼ばれ
ます。

本書では、次のリリースからの Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1)の移行手順を
説明しています。

•リリース 6.1(5)、7.1(3)、7.1(5)、8.0(1–3)、8.5(1)、8.6(1–2)、9.0(1)、9.1(1–2)

M1 移行について
Prime Collaboration Deploymentを使用する Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1)へ
の移行は「はじめに」セクションに記載されている Cisco Unified Communications Managerリリー
スバージョンでのみサポートされます。リリース 4.1(3)、4.2(3)、4.3(2)、5.1(2)、5.1(3)、6.0(1)、
6.1(1)、6.1(2)、6.1(3)、7.0(1)、7.0(2)および 7.1(2)から Unified Communications Manager Release
10.5(1)への直接アップグレードはサポートされていません。

Prime Collaboration Deployment を使用する Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1) への移行

1



これらのリリースでは、Unified CommunicationsManager Release 10.5(1)に移行するためのM1移行
手順を使用する前に、中間リリースにアップグレードする必要があります。次の作業を行って、

移行を実行します。

1 中間リリースとしてUnified CommunicationsManager Release 6.1(5)または 7.1(5)にアップグレー
ドします。

2 仮想マシンに Prime Collaboration Deploymentを導入します。

3 Prime Collaboration Deployment for Cisco Unified Communications Managerクラスタをリリース
10.5(1)に移行する準備をします。

4 Prime Collaboration Deploymentを使用して、現在の Unified Communications Managerをリリース
10.5(1)に移行します。

本書の移行プロセスは、次の環境の Unified Communications Managerクラスタに適用されます:

•次のUnifiedCommunicationsManagerリリースのいずれかがインストールされています:リリー
ス 4.1(3) - 4.3(2)、リリース 5.1(2) - 5.1(3)、リリース 6.0(1) - 7.1(5)、またはリリース 8.0(1) 9.1(2)

• Unified Communications Managerクラスタが、Cisco Media Convergence Server (MCS)のサーバ
にインストールされます。

• UnifiedCommunicationsManagerアップグレードには、IPアドレスまたはホスト名の変更は不
要です。 IPアドレスまたはホスト名を変更する必要がある場合は、本書では説明していない
追加の手順が必要です。詳細については、「Cisco Unified CommunicationsManagerの IPアド
レスとホスト名の変更」を参照してください。

• Unified Communications Manager Release 10.5(1)への移行は、実稼動ネットワークで実行され
ます。

移行の準備チェックリスト
始める前に、次の情報を確認し、移行の要件をすべて満たしていることを確認してください:

•ライセンス, （3ページ）

•互換性の確認, （3ページ）

•仮想化の要件, （4ページ）

•ソフトウェアダウンロード, （4ページ）

•設定とログイン情報, （5ページ）

•クラスタ登録, （6ページ）

•セキュリティトークン, （6ページ）

•テスト計画, （6ページ）

• Cisco Unified Communications Managerのバックアップ, （6ページ）
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ライセンス

この移行手順には Unified Communications Manager 10.5(1)用のライセンスが必要です。この移行
に必要なライセンスは次のとおりです:

• Unified Communications Manager Release 10.5(1)

以前のバージョンの Unified Communications Managerから Unified Communications Manager Release
10.5(1)に移行する前に、移行を開始する前に以前に購入したライセンスファイルをすべてUnified
Communications Managerにインストールします。以前に購入したすべてのライセンスファイルを
インストールしない場合、未請求のライセンスはアップグレードした Unified Communications
Managerが使用できなくなります。アップグレード後にライセンスを再インストールすることは
できません。

ハイアベイラビリティをサポートするために、Unified Communications Manager Release 10.5(1)ク
ラスタはライセンスなしで 60日間フル機能のデモモードで動作します。 60日後も、Unified
Communications Managerクラスタは継続してコールを実行し、ルート指定しますが、有効なライ
センスが関連の Prime License Manager（PLM）で利用できるようになるまで、デバイスおよび
ユーザを追加または削除する機能は無効になります。

詳細については、移行の中央サイトに掲載されたライセンスのマニュアルを参照してください。

https://communities.cisco.com/community/partner/collaboration/migration/blog/2013/04/15/license-migration

ライセンスを取得するには、次のリンクを参照してください:

ライセンスユーザインターフェイス

互換性の確認

エンドポイント、ゲートウェイ、ボイスメール、プレゼンスまたは他のアプリケーションなど、

組織で使用されているデバイスとアプリケーションのバージョンがこのリリースの Unified
Communications Managerでサポートされているかどうかを調べるには、次の情報を確認してくだ
さい。

『Cisco Unified Communications System Release Summary Matrix for IP Telephony』

『Cisco Unified Communications Manager Software Compatibility Matrix』

シスコは、アップグレードのために Cisco IMおよび Presence Service、Attendant Console、Cisco
Contact Center Express（UCCX）、Cisco Emergency Responder (CER)などの互換性を考慮すること
を推奨します。

IMと Presenceは Cisco Unified Communications Managerと同じメンテナンス時間帯にアップグレー
ドする必要があります。互換性の詳細については、次の文書を参照してください。

『Compatibility Information for IM and Presence Service and Cisco Unified Communications Manager』

サードパーティ製アプリケーションの場合は、次のリンクのアプリケーションカタログを見て、

このリリースのUnified CommunicationsManagerがアプリケーションをサポートすることを確認し
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https://communities.cisco.com/community/partner/collaboration/migration/blog/2013/04/15/license-migration
https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Home
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/unified/communications/system/versions/IPTMtrix.html
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/compat/10_x/CUCM_BK_CD1DB914_00_compat_matrix_chapter_011.html


ます。アプリケーションがカタログに記載されていない場合は、アプリケーションがこのリリー

スの Unified Communications Managerと互換性があることをベンダーに確認してください。

Developer Network Marketplaceソリューションカタログ

シスコは機能や他のアプリケーションとの統合に影響する可能性のある Unified Communications
Managerの中間リリースおよび対象リリースの未解決の警告の一覧を確認することを強く推奨し
ます。次の URLにあるリリースノートの未解決の警告の一覧を参照してください:

Cisco Unified Communications Managerリリースノート

仮想化の要件

仮想化に対応したユニファイドコンピューティングサーバ（UCS）システムを設計する必要があ
ります。ほとんどの導入では高可用性を必要とするため、UCSサーバの種類と数を計画する必要
があります。また、ストレージ、サーバの接続性および ESXiのバージョンを計画する必要があ
ります。次のリンクで仮想環境の設計に関する詳細を参照してください。

購入または導入の前に -設計および調達のための考慮事項

UCSサーバは外部保留音ソースをサポートしません。UCSサーバで仮想化された Unified
CommunicationsManagerクラスタを使用する場合、同様のサービスへの影響を考慮してください。

また、次の場所のUnified Communications Manager Release 8.0(2)以降の仮想化サポートに関する資
料を参照されることをお勧めします。

http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_Communications_in_a_Virtualized_Environment

http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_Communications_VMware_Requirements

Prime Collaboration Deploymentを導入するための仮想化のライセンス要件を確認してください。

PCD向けの仮想化ソフトウェアのライセンス要件。

ソフトウェアダウンロード

アップグレードの準備をするには、次の場所から次にリストされているソフトウェアをすべてダ

ウンロードしてください:

http://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=268439621&flowid=37562

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10.5(1)ブート可能イメージ

• Cisco Prime Collaboration Deploymentリリース 10.5(1) vApp

•アップグレードプロセス中に中間リリースとして使用しているバージョンに応じて、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerリリース 6.1(5)アップグレードイメージまたはリリース 7.1(5)
アップグレードイメージ

• Unified Communications Manager Release 10.5(1)用電話ファームウェア

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10.5(1)デバイスパッケージ

   Prime Collaboration Deployment を使用する Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1) への
移行

4

移行の準備

仮想化の要件

https://marketplace.cisco.com/catalog/search?search%5btechnology_category_ids%5d=24&_=1363298797199&ts=1363298798698
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http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_Communications_VMWare_Requirements
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•（任意）Cisco Unified Communicationsリリース 10.5(1)ロケールインストーラ（ローカル言
語用）

• Unified Communications Managerリリース 10.5(1)の仮想サーバのテンプレート（OVAファイ
ル）

•最新のUnified Communications Managerリリース用 Cisco Unified Communications Managerリカ
バリソフトウェア

• Unified Communications Managerリリース 4.1(3)、4.2(3)、4.3(1)用

Cisco Unified Communications Manager Data Migration Assistant (DMA) 6.1(4)

Cisco CallManager Upgrade Assistant 4.3(13)

次の場所から、下記のソフトウェアをダウンロードしてください:

http://tools.cisco.com/gct/Upgrade/jsp/index.jsp

• UnifiedCommunicationsManagerRelease 6.1(5)のブート可能バージョン（UnifiedCommunications
Managerリリース 4.xを実行している場合のみ該当）。

設定とログイン情報

アップグレード手順の実行時に問題が発生した場合の最新のUnified CommunicationsManagerノー
ドの現在の設定とログイン情報を文書化します。 Unified Communications Manager Real-Time
Monitoring Tool (RTMT)および Syslogを確認し、次の情報を取得する前にエラーを解決します:

• IPアドレス、ホスト名、ゲートウェイ、ドメイン名、DNSサーバ、NTPサーバと SMTP情
報

•管理者、クラスタセキュリティ、Certificate Trust List (CTL)のセキュリティトークンパス
ワード

•サーバのバージョンおよびタイムゾーン

•各サーバで実行されているすべてのサービスおよび関連のアクティベーションステータス

•コール詳細レコードのサーバ設定と追加情報

• LDAP情報およびアクセスの詳細

• SNMP情報

RTMTまたは Unified Communications Managerデバイスカウントのサマリーを使用して登録数を
判定します。各 Unified Communications Managerノードの場合、表示される各デバイスタイプの
数を記録します。たとえば、各種の IP電話とゲートウェイの数、および各FXS、FXO、T1CAS、
PRI、MOH、MTP、CFB、XCODEデバイスリソース。
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クラスタ登録

本書では、Unified Communications Managerクラスタに IP電話機またはデバイスの登録がない
Unified Communications Managerパブリッシャおよび Unified Communications Manager TFTPノード
があると想定しています。すべての登録は、クラスタ内のプライマリ Unified Communications
Managerサブスクライバに対するものです。バックアップUnified CommunicationsManagerサブス
クライバは完全な登録の冗長性のために使用されます。 2ノードのクラスタ導入では、パブリッ
シャノードが TFTPサーバおよびバックアップサブスクライバになる場合もあります。

セキュリティトークン

クラスタが混合モードクラスタの場合、既存のセキュリティ証明書のトークンを見つけ、トーク

ン情報を記録します。

セキュアクラスタを実行しているかどうかを確認するには、現在のリリースの『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』で説明した手順に従います。

テスト計画

アップグレードする前に実行し、直接アップグレードを実行するポストアップグレードのテスト

計画を作成します。この計画には、たとえば、さまざまな使用例をカバーする一連のテストがあ

ります。アップグレードの前後で同じテストを実行します。これにより、アップグレードの前と

後に予期される Unified Communications Managerの操作機能を確認する方法が提供されます。

Cisco Unified Communications Manager のバックアップ
それぞれのアップグレードの前に、クラスタ全体の Disaster Recovery System（DRS）バックアッ
プを実行することを強く推奨します。最新のバックアップなしでアップグレードすると、アップ

グレードプロセス中に問題がある場合に、データの損失、ノード設定の損失、またはサービスの

中断が発生する可能性があります。 DRSバックアップ手順の詳細については、Cisco.comにある
『Disaster Recovery System Administration Guide』を参照してください。

移行前の手順
•アップグレードにかかる時間を短縮するには、不要になったコール詳細レコード（CDR）ま
たはログファイルを削除または消去します。

• Prime Collaboration Migrationを使用した移行を成功させるための推奨プラクティスを参照し
てください。ベストプラクティスでは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerノードをWAN
全体に導入する場合の TFTPディレクトリのサイズと帯域幅の要件について説明します。
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詳細については、「TFTPディレクトリサイズの要件」および「PCDのベストプラクティ
ス」を参照してください。

•パートナーの場合、シスコはアップグレード計画段階でPDIヘルプデスクに連絡することを
推奨します。 PDIチームはアップグレード計画を確認し、必要なサポートを提供し、プロア
クティブな TACケースを提出できます。 PDIチームに連絡するには、http://www.cisco.com/
go/pdihelpdeskを参照してください。直接TACに連絡することを選択する場合、プロアクティ
ブな TACケースのための次の情報を入力してください。

◦ UnifiedCommunicationsManagerアップグレード準備状態アプリケーションからの詳細な
出力（Webまたは iPadのバージョン）

◦連絡窓口およびメンテナンス時間に関する情報

◦アップグレード計画

詳細については、http://tools.cisco.com/ServiceRequestTool/create/launch.doを参照してくだ
さい。

•データベースレプリケーションのタイムアウト値を延長して、サブスクライバサーバがレ
プリケーションを要求するために十分な時間を持つようにします。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager、リリース 9.1(1)のアップグレードガイド』の「アップグ
レード前の作業」のセクションを参照してください。

• Cisco Unified Mobile Communicatorデバイス名は、最大 15文字までにしてください。詳細に
ついては、『Command Line Interface Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照
してください。

• Unified CommunicationsManagerのリリースに対応する電話機ファームウェアを適用します。
アップグレード後の電話機のダウンタイムを最小限に抑えるために、アップグレード前にエ

ンドポイントへの新しいファームウェアファイルを制御された方法で適用できます。その

後、Unified Communications Managerサーバで TFTPサービスを再起動し、ダウンタイムを最
小化するために制御された順序で IP電話機を再起動します。

電話機は、アップグレード後に新しいファームウェアをダウンロードします。アップグレー

ドの前に、グループの電話機にファームウェアを適用すると、電話機がアップグレード完了

後にファームウェアをアップグレードすることを防ぐことによって、 TFTPサーバの負荷を
軽減できます。ファームウェアのアップグレード時には、電話機を通話に使用できません。

電話機ファームウェアのアップグレードには、Unified Communications Managerのアップグ
レード時間外のメンテナンス時間を利用することをお勧めします

『Cisco Unified Communications System Release Summary Matrix for IP Telephony』には、Cisco
Unified Communications Managerのすべてのリリースで推奨される電話機のファームウェア
バージョンがまとめられています。

• Unified Communications Managerリリース 4.1(3)、4.2(3)、4.3(2)の場合:

◦ Cisco Unified Communications Managerアップグレードユーティリティ 4.3(10)以降をイ
ンストールして実行します。アップグレードユーティリティの詳細については、http://
www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/upgrade/assistant/up4310tl.htmlを参照して
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/unified/communications/system/versions/IPTMtrix.html
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ください。DMAツールを実行する前に、アップグレードユーティリティによって検出
されたエラーを解決します。

◦ Cisco Unified Communications Managerパブリッシャに DMAをインストールして実行し
ます。 DMAの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/
dma/6_1_3/dmaug613.htmlを参照してください。
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第 2 章

アップグレード、移行および設定

• アップグレードプロセス, 9 ページ

• 現在のリリースのリリース 6.1(5)または 7.1(5)へのアップグレード, 10 ページ

• 仮想マシンへの Prime Collaboration Deploymentの導入, 12 ページ

• 現在の Unified Communications Mangerクラスタをリリース 10.5(1)に移行するための Prime
Collaboration Deploymentの設定, 12 ページ

• Cisco Unified Communications Managerのリリース 10.5(1)への移行, 18 ページ

アップグレードプロセス
リリース 4.1(3)、4.2(3)、4.3(2)、5.1(2)、5.1(3)、6.0(1)、6.1(1)、6.1(2)、6.1.(3)、7.0(1)、7.0(2V)、
7.1(2V)から Unified Communications Managerリリース 10.5(1)へは直接アップグレードできませ
ん。これらのリリースでは、次の表に示すリリースへアップグレードしてから、移行を実行しま

す。

アップグレード先...現在のリリース

7.1(5)（DMAを使用）4.1(3)、4.2(3)、4.3(2)

6.1(5)5.1(3)、6.1(3)、6.1(4)

6.1(3)にアップグレードし、次に 6.1(5)にアッ
プグレード（これは複数アップグレードで

す）。

5.1(2)、6.0(1)、6.1(1)、6.1(2)

6.1(2)、6.1(3)、6.1(5)の順にアップグレード（こ
れは複数アップグレードです）。

6.0(1)

Prime Collaboration Deployment を使用する Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1) への移行
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アップグレード先...現在のリリース

7.0(2)にアップグレードし、次に 7.1(5)にアッ
プグレード（これは複数アップグレードで

す）。

7.0(1)

7.1(5)7.0(2)、7.1(2)

次の段階で移行を完了してください:

1 中間リリースとしてUnified CommunicationsManager Release 6.1(5)または 7.1(5)にアップグレー
ドします。

2 仮想マシンに Prime Collaboration Deploymentを導入します。

3 Prime Collaboration Deployment for Cisco Unified Communications Managerクラスタをリリース
10.5(1)に移行する準備をします。

4 Prime Collaboration Deploymentを使用して最新の Unified Communications Managerリリースへ移
行します。

リリース 6.1(5)、7.1(3)、7.1(5)、8.0(1-3)、8.5(1)、8.6(1-2)、9.0(1)、9.1(1-2)からアップグレード

1 現在リリース 6.1(5)、7.1(3)、7.1(5)、8.0(1–3)、8.5(1)、8.6(1–2)、9.0(1)、9.1(1–2)をインストー
ルしてある場合、中間リリースにアップグレードする必要はありません。次の段階で移行を完

了してください:

a 仮想マシンに Prime Collaboration Deploymentを導入します。

b Prime Collaboration Deployment for Cisco Unified Communications Managerクラスタをリリース
10.5(1)に移行する準備をします。

c Prime Collaboration Deploymentを使用して最新の Unified Communications Managerリリース
へ移行します。

現在のリリースのリリース 6.1(5) または 7.1(5) へのアップ
グレード

次のリリースのいずれかから Unified Communications Manager Release 6.1(5)または 7.1(5)にアップ
グレードするには、次の手順を使用してください:

•リリース 5.1(3)

•リリース 6.1(2)、6.1(3)および 6.1(4)

•リリース7.0(2)および 7.1(2)
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手順

ステップ 1 すべての設定タスクを終了します。アップグレード中は、設定タスクを実行しないでください。

ステップ 2 クラスタの拡張モビリティを無効にします。

ステップ 3 現在のクラスタの DRSバックアップを実行します。

ステップ 4 パブリッシャノードを Unified Communications Managerに現在のリリースからターゲットリリー
スにアップグレードし、自動的に再起動する場合は [No]を選択します。

ステップ 5 専用 TFTPノードをアップグレードし、続いて、クラスタでバックアップサブスクライバノード
とプライマリサブスクライバノードをアップグレードします。これらのアップグレード時に、

自動的に再起動する場合は [No]を選択します。

ステップ 6 アップグレードされたパーティションにパブリッシャノードを切り替えます。

ステップ 7 パブリッシャの Unified Communications Managerリリース 10.(1)に対応する電話機ファームウェア
をインストールします（1）パブリッシャで。パブリッシャノードが TFTPサーバでもある場合
は、TFTPサービスを再起動します。

ステップ 8 クラスタのデータベースレプリケーションがエラーなしで完了したことを確認します。 Cisco
Unified Reportingまたは Cisco Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を使用します。詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager, Release 9.1(1)のアップグレードガイド』の「アップグ
レードタスク」のセクションを確認してください。

ステップ 9 UnifiedCommunicationsManagerグループ内での順序を変更して、プライマリサブスクライバノー
ドを使用して登録するクラスタ内の電話機とデバイスを設定します。

ステップ 10 プライマリサブスクライバノードをすべてアップグレードされたパーティションに切り替えてく

ださい。

ステップ 11 プライマリサブスクライバノードがアップグレードされていること、およびデータベースレプ

リケーションがエラーなしで完了したことを確認します。

ステップ 12 UnifiedCommunicationsManagerグループ内での順序を変更して、プライマリサブスクライバノー
ドを使用して登録するクラスタ内の電話機とデバイスを設定します。デバイスプールを使用して

順番にデバイスをリセットするか、またはバックアップサブスクライバノードで Unified
Communications Managerサービスを再起動して、プライマリサブスクライバノードにデバイスを
登録します。

ステップ 13 アップグレードされたら、クラスタ全体の Disaster Recovery System (DRS)のバックアップを実行
します。

ステップ 14 仮想マシンにPrimeCollaborationを導入します。詳細については、仮想マシンへのPrimeCollaboration
Deploymentの導入, （12ページ）を参照してください。
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仮想マシンへの Prime Collaboration Deployment の導入
Cisco Prime Collaboration Deploymentは、個別の仮想マシンを必要とし、物理サーバではサポート
されません。 Prime Collaboration Deploymentは、vAppを使用して導入できます。 vAppはOVAテ
ンプレートとインストール ISOを 1つのファイルにまとめます。

仮想化ソフトウェアのライセンスタイプ

Cisco Prime Collaboration Deploymentはライセンスの一部が必要な VMware APIを有効にしないの
で、VMware vSphere ESXiのすべてのライセンスタイプと互換性があるわけではありません。移
行機能に影響があるため、Cisco Prime Collaboration Deploymentおよび Unified CM Release 10.5(1)
に必要な仮想マシンの次のライセンス要件に注意してください。 Cisco Unified Communications
Manager Business Edition 6000のお客様は、以下のライセンス要件により影響を受けます。

以下のライセンスは、Cisco Prime Collaboration Deploymentと互換性があります:

• Cisco UC Virtualization Foundation（vSphere Client Base Editionと表示されます）。

• VMware vSphere Standard Edition、Enterprise Edition、または Enterprise Plus Edition

•評価モードのライセンス

1 vAppを使用して、Prime Collaboration Deploymentを導入します。
2 インストール手順の詳細については、次のマニュアルを参照してください:『InstallationofCisco

Prime Collaboration Deployment』。
3 Prime Collaborationを設定します。詳細については、現在の Unified Communications Mangerク
ラスタをリリース 10.5(1)に移行するための Prime Collaboration Deploymentの設定, （12ペー
ジ）を参照してください。

現在の Unified Communications Manger クラスタをリリー
ス 10.5(1) に移行するための Prime Collaboration Deployment
の設定

移行タスクは、既存の Cisco Unified Communications Managerのクラスタを、仮想マシンを実行す
る新しいリリース 10.5(1)に同時にアップグレードおよび移行するために使用されます。

手順

ステップ 1 新しいクラスタの仮想ハードウェアインフラスラクチャを導入して、ESXiをインストールしま
す。

ステップ 2 SFTP推奨 OVAおよび Unified Communications Managerリリース 10.5(1)用ブート可能 .isoイメー
ジを Prime Collaboration Deploymentサーバの /fresh_installディレクトリにインストールします。
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adminsftpおよびPlatform (OS) adminのパスワードを使用して、SFTPを使用するPrimeCollaboration
Deploymentサーバに接続します。

ステップ 3 宛先クラスタノードのインストール用のブランク VMを作成するためにシスコ推奨の Unified
Communications Manager Release 10.5(1)向け OVAを導入します。
a) ステップ 2でダウンロードした Cisco OVAを使用して ESXiホスト上に適切な数のターゲット
の仮想マシン数を作成します（既存のクラスタ内の各 Cisco Unified Communications Manager
サーバに 1台の新しい仮想マシン）。

b) 新しい VMのネットワーク設定を構成します。

ステップ 4 Cisco PrimeCollaborationDeploymentインベントリに仮想マシンを含むESXiホストを追加します。
ESXiホストのホスト名または IPアドレス、およびルート証明書を提供する必要があります。詳
細については、ESXiホストサーバの追加, （13ページ）の手順に従ってください。

ステップ 5 必ず、Cisco Unified Communications Managerの既存のクラスタ（ソースクラスタ）にクラスタ検
出を実行して、クラスタインベントリに表示されるようにしてください。詳細については、手順

既存クラスタの検出, （14ページ）に従ってください。

ステップ 6 MCS送信元ノードとターゲットの仮想マシン間のマッピングを定義するために、移行クラスタ
（[Inventory] > [Clusters]）を作成します。詳細については、手順移行クラスタの定義, （15ペー
ジ）に従ってください。

移行クラスタが作成されると、ユーザはすべての宛先ノードが同じホスト名 /IPアドレ
スを保持するか、または一部のアドレスを変更するかを示します。 Prime Collaboration
Deploymentは移行時の IPアドレスとホスト名の変更に対応していますが、本書の手順
では移行中に IPアドレスおよびホスト名の変更がないと仮定しています。

（注）

すべての宛先ノードに送信元ノードの設定を使用するオプションは、移行では「シンプ

ルな移行」と呼ばれます。

（注）

ステップ 7 （オプション）[Administration][Email Notification]に移動して、メール通知を設定します。
メール通知が設定されている場合、PrimeCollaborationDeploymentサーバが移行タスクで発生する
可能性のあるエラー状態をメールで通知します。

ステップ 8 Prime Collaboration Deploymentで移行タスクを作成します。詳細については、手順移行タスクの
追加, （16ページ）に従ってください。

ESXi ホストサーバの追加

手順

ステップ 1 [Prime Collaboration Deployment]メニューから [Inventory][ESXi Hosts]を選択します。

ステップ 2 [ESXi Host]ページの一番上の [Add ESXi Host]ボタンをクリックします。 [Add Host Server]ダイア
ログボックスが表示されます。

ステップ 3 次の情報を入力します。

• IPアドレスまたはホスト名

Prime Collaboration Deployment を使用する Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1) への移行
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• Rootログイン

• Rootパスワード

ステップ 4 [OK]をクリックします。
ESXiホストが正しく追加されました。

既存クラスタの検出

クラスタ検出機能を使って、Cisco Prime Collaboration Deploymentで既に Unified Communications
Managerを実行しているサーバに接続し、そのクラスタ情報をCisco PrimeCollaborationDeployment
インベントリに追加できます。

手順

ステップ 1 [Prime Collaboration Deployment]メニューから [Inventory][Clusters]を選択します。

ステップ 2 [Clusters]ページの上の [Discover Cluster]ボタンをクリックします。
[Discover Cluster]ウィザードが表示されます。

ステップ 3 次の情報を入力します。

•クラスタニックネーム

•パブリッシャホスト名または IPアドレス

Unified CommunicationsManagerと IMおよび Presence Serviceノードの両方を備えたクラ
スタの場合、「Unified Communications Manager publisher」と入力します。 Prime
Collaboration Deploymentは IMおよび Presence Serviceノードの移行に対応しています
が、本書では Cisco Unified Communications Managerについてのみ説明します。

（注）

• OS管理者ユーザ名

• OS管理者パスワード

ステップ 4 [Next]をクリックします。
Prime Collaboration Deploymentがクラスタの検出を開始します。クラスタ検出には 5分以上かか
る場合があります。大規模なクラスタの検出には、さらに時間がかかる場合があります。検出

中、クラスタ内の各ノードが接続され、ノードに関する情報が記録されます。 COPファイル
（ciscocm.ucmap_platformconfig.cop）がクラスタ内のすべてのノードのアクティブなパーティショ
ンに自動的にインストールされて、クラスタデータを取り込むことができます。

ウィザードのステップ 2の下で、Cisco Prime Collaboration Deploymentはパブリッシャのサーバイ
ンベントリからクラスタノードのリストを生成します。このプロセスが完了するまでに数分かか

   Prime Collaboration Deployment を使用する Cisco Unified Communications Manager Release 10.5(1) への
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る場合があります。リストが生成されると、「Cluster Discovery Process is complete.（クラスタ検
出プロセス完了）」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Assign Functions]ボタンをクリックして、各クラスタノードに機能を割り当てます。
[Assign Functions]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [Assign Functions]ダイアログボックスから、[Previous]または [Next]をクリックして、変更する
ノードを選択します。

[hostname]フィールドに選択したノードが示されます。ノードごとに、1つの機能また
は複数の機能を割り当て、[Notes]フィールドに機能の割り当てに関するメモを追加で
きます。機能を割り当てることにより、各ノードの機能を定義できますが、これはア

クティブ化されるサービスには影響を与えません。ただし、この情報はタスクのデフォ

ルトのシーケンスを決めるために使用できます。

（注）

ステップ 8 割り当てたい機能をすべて割り当てたら、[OK]をクリックします。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
クラスタが正しく検出されました。

移行クラスタの定義

移行タスクを作成する前に、移行クラスタを作成する必要があります。移行クラスタを定義する

ことによって、検出された現在の Cisco Unified Communications Managerクラスタノード（「クラ
スタの検出」を参照）と移行したクラスタをホストするために使用される新しい VMからマッピ
ングを作成します。

手順

ステップ 1 [Prime Collaboration Deployment]メニューから [Inventory][Clusters]を選択します。 これまでに検
出された（または定義された）クラスタが表示されます。

ステップ 2 [Define Migration Destination Cluster]をクリックして、移行の宛先クラスタ定義ウィザードを開始
します。

ステップ 3 宛先クラスタ設定ウィザードのステップ 1を完了します:
a) ドロップダウンリストから送信元クラスタを選択します。
b) [Destination Cluster Name]フィールドに名前を入力します。
c) 適切な [Destination Network Settings]オプションを選択します。
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ネットワークオプションを保持するには、[Use the source node network settings for all
destination nodes]ラジオボタンを選択します。

（注）

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Assign Destination Cluster Nodes]ボタンをクリックして、[Configure Destination Cluster]ウィンドウ
を開きます。

ステップ 6 各送信元ノードから宛先VMを選択することによって、宛先クラスタを設定します。リストされ
ている送信元ノードのホスト名がページ上部に表示されます。

a) VMの隣のラジオボタンをクリックして、このノードの VMを選択します。
b) クラスタ内の次のノードに進むには、[Next Node]ボタンをクリックします。クラスタに複数
のノードがある場合は、ソースクラスタ内のノードごとに、これらの手順を実行する必要があ

ります。

ステップ 7 すべてのノードに宛先 VMが割り当てられたら、[DONE]をクリックして [Configure Destination
Cluster]ウィンドウを閉じます。 Prime Collaboration Deploymentには、このノードの宛先 VMの横
にリストされるクラスタの送信元ノードおよび IPアドレスが表示されます。

ステップ 8 情報が正しい場合は、[Next]をクリックして、ウィザードのステップ 3に移動します。

ステップ 9 [Configure NTP/SMTP settings]ウィンドウで、移行タスクの実行時に移行ノードに適用されるネッ
トワークタイムプロトコル（NTP）サーバ設定と SMTPサーバ設定を入力します。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
移行先の定義ウィザードのステップ 4、[Configure DNS Settings]が表示されます。移行クラスタ
ノードの DNS設定オプションがあります。

ステップ 11 ノードの DNS設定を変更するには、テーブルからノードを選択し、[Assign DNS Settings]ボタン
をクリックします。プライマリおよびセカンダリ DNS、ドメインを入力し、[OK]をクリックし
て、変更を適用します。

ステップ 12 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了し、変更を保存します。
新しいクラスタ定義は「移行」クラスタタイプのクラスタインベントリに追加されます。

移行タスクの追加

手順

ステップ 1 メインメニューから [Task][Migrate]を選択します。

ステップ 2 [Add Migration Task]をクリックします。 [Add Migration Task]ウィザードが表示されます。

ステップ 3 [Source UC Cluster]ドロップダウンリストボックスから宛先クラスタまたは移行マップを選択し
ます。移行マップは選択したソースクラスタと関連付けられています。

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [ChooseMigrationFiles]セクションで、宛先クラスタにインストールするCiscoUnifiedCommunications
Manager ISOファイルを選択します。
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[Choose a Migration File]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 リストから ISOファイルを選択して、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Set Start Time]セクションで以下のオプションのいずれかを選択し、[Next]をクリックします。

• [Schedule a start time]

• [Start the task immediately]

• [Start the task manually at some point in the future]。この移行のために、タスクを手動で開始す
る場合は、このオプションを選択します。

ステップ 9 [Specify Migration Procedures]セクションで、移行タスクのシーケンスを設定します。推奨シーケ
ンスは以下のとおりです。

a) パブリッシャノードを移行します。一時停止を追加します。
b) ご利用の環境に専用のTFTPノードが導入されている場合は、専用TFTPノードを移行します。
c) すべてのバックアップサブスクライバノードを移行します。一時停止を追加します。
d) すべてのプライマリサブスクライバノードを移行します。

移行タスクを作成すると、Prime Collaboration Deploymentにインストールステップごとに 1台の
サーバを持つデフォルトのシーケンスが表示されます。編集ツールを使用して、1つのステップ
に複数台のサーバを配置できます。最良の結果を得るためには、1つのステップに 6台を超える
サーバを含めないでください。

•鉛筆のアイコン—[Edit Step]ウィンドウを表示します。

•ページのアイコン—現在のステップの後に新しいステップを追加します。

• X—現在のステップを削除します。

•上矢印—ステップを先に実行されるように上に移動します。

•下矢印—ステップを後で実行されるように下に移動します。

[Edit Step]ウィンドウで利用可能なノードのリストから移行するノードを追加できま
す。

（注）

•各ノードに割り当てられているステップは、ノードの隣に表示されます。ノードがどのス
テップにも割り当てられていない場合、ノードは未割り当てとして表示されます。

• [Pause task after step completes]オプションで、このステップの完了後にタスクを一時停止しま
す。このオプションを選択する場合、タスクを続行するには、次のステップを手動で開始す

る必要があります。
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ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 選択を見直します。 [Review]セクションでは、新しい移行タスクにメモを追加するオプションも
あります。

ステップ 12 新しい移行タスクを追加するには、[Finish]をクリックします。タスクは [Migrate]画面の表に表
示されます。

ステップ 13 Unified Communications Managerクラスタの DRSバックアップを実行します。

ステップ 14 Cisco Unified Communications Managerのリリース 10.5(1)への移行, （18ページ）に進みます。

Cisco Unified Communications Manager のリリース 10.5(1)
への移行

セクション 8の一部としてこれまでに完了した設定はサービスを中断する必要がなく、Unified
Communications Managerクラスタのリリース 10.0(1)への移行をサポートするために Prime
Collaboration Deploymentを設定する必要がありました。以下の手順に従い、Prime Collaboration
Deploymentを使って、現在の Unified Communications Managerをリリース 10.5(1)に移行してくだ
さい。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタですべての設定タスクを停止します。アップグレー
ド中は、設定タスクを実行しないでください。

ステップ 2 クラスタの拡張モビリティを無効にします。

ステップ 3 Prime Collaboration Deploymentにログインし、[Monitoring]をクリックして、タスクのステータス
を表示します。

タスクがタスクリストに表示されますが、手動による起動を待機します。

ステップ 4 移行タスクの各手順の実行の詳細を表示するには、タスクステップの隣の黒い三角形をクリック

します。

手動で起動された場合、タスクに関連付けられた「検証」ボタンがあります。ベスト

プラクティスでは、タスクを実行する前に確認するために検証ボタンを使用する必要が

あります。タスクに問題がある場合（.isoファイルが見つからない、VMがオフ状態で
ないなど）、検証によりユーザにアラートが表示され、タスクの開始前に問題を解決で

きます。

（注）

すべてのテストに合格すると、システムに「All Validation Tests Passed（すべての検証テストに合
格しました）」と表示されます。

ステップ 5 この手動タスクに関連付けられた [Start]ボタンをクリックします。
最初のUnifiedCommunicationsManagerパブリッシャが移行されます。PrimeCollaborationDeployment
は現在の Unified Communications Managerパブリッシャを自動的にシャットダウンします。
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移行タスクは、パブリッシャがUnified CommunicationsManager 10.5(1)に正常に移行されると一時
停止します。

ステップ 6 Unified CommunicationsManager 10.5(1)を実行するパブリッシャにログインし、10.5(1)以前で有効
になったすべてのサービスが動作していることを確認します。

ステップ 7 移行を続行するには、[Resume]をクリックします。
移行タスクは、専用 TFTPノードとすべてのバックアップサブスクライバノードを Unified
Communications Manager 10.5(1)に移行します。 Prime Collaboration Deploymentは、MCSサーバで
動作している対応するノードをシャットダウンします。

専用 TFTPノードとバックアップサブスクライバノードが移行されると、移行タスクは一時停止
します。

ステップ 8 パブリッシャとTFTPノード、バックアップサブスクライバノード間でデータベースレプリケー
ションが設定され、エラーなく完了することを確認します。

データベースレプリケーションの時間は、データベースのサイズによって異なります。

プライマリサブスクライバノードのデータベースの同期は、まだUnifiedCommunications
Manager 10.5(1)に移行される予定であるため、完了しません。 Cisco Unified Reporting
または Cisco Real-Time Monitoring Toolを使用します。詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerのアップグレードガイド』の「標準アップグレードタスク」
のセクションを参照してください。

（注）

ステップ 9 Unified CommunicationsManagerグループ内で順序を変更するか、デバイスプールを使用して、ク
ラスタ内の電話機やデバイスをバックアップサブスクライバノードを使用して登録するように設

定します。

ステップ 10 移行を続行するには、[Resume]をクリックします。
移行タスクはすべてのプライマリサブスクライバノードを10.5(1)に移行します。PrimeCollaboration
Deploymentは、MCSサーバで動作している対応するノードをシャットダウンします。

この時点で、すべての IP電話およびデバイスは、MCSハードウェアで動作するプライマリサブ
スクライバノードのシャットダウン時に、リリース 10.5(1)のバックアップサブスクライバノー
ドに登録されます。

ステップ 11 すべてのプライマリサブスクライバノードがUCM 10.5(1)に正常に移行されたら、パブリッシャ
とすべてのノード間でデータベースレプリケーションが良好な状態で設定されていることを確認

します。

ステップ 12 UnifiedCommunicationsManagerグループ内での順序を変更して、プライマリサブスクライバノー
ドを使用して登録するクラスタ内の電話機とデバイスを設定します。デバイスプールを使用して

順番にデバイスをリセットするか、またはバックアップサブスクライバノードで Unified
Communications Managerサービスを再起動して、プライマリサブスクライバノードにデバイスを
登録できます。

ステップ 13 『CiscoUnifiedCommunicationsManagerのアップグレードガイド』の「アップグレード後タスク」
のセクションで推奨されているように Unified CM Release 10.0(1)ダイヤルプランとロケールをイ
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ンストールします。詳細については、『PrimeCollaborationDeployment AdministrationGuide』を参
照してください。

ステップ 14 アップグレード前の一般手順のセクションに従って、データベースレプリケーションのタイムア

ウト値を変更した場合は、タイムアウトをデフォルト値に戻します。アップグレードの開始時に

オフにした拡張モビリティを有効にします。

ステップ 15 仮想化された Unified CMクラスタサービスおよびデバイス登録が動作していることを確認しま
す。この時点で、仮想 Unified CMクラスタ全体はリリース 10.5(1)にあります。

ステップ 16 現在の Unified CMライセンスを Unified CMリリース 10.5(1)ライセンスに移行します。
このライセンスに関する手順を完了するまでに、60日間あります。詳細については、
https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Homeを参照してください。

（注）

ステップ 17 ポストアップグレードテスト計画を実行します。

ポストアップグレードテスト計画が正常に完了すると、Cisco Unified Communications Manager
10.5(1)への移行は完了です。

ステップ 18 クラスタの DRSバックアップを実行します。
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第 3 章

ロールバック手順

• ロールバック手順, 21 ページ

ロールバック手順
アップグレード時に問題が発生し、アップグレード前のバージョンにロールバックする必要があ

る場合は、『Upgrade Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

移行は PrimeCollaborationDeploymentを使用して行われたため、元のCiscoUnified Communications
ManagerクラスタをMCSサーバでまだ利用できますが、このクラスタはシャットダウン状態にあ
ります。前のバージョンへのロールバックには、仮想マシンで動作するCiscoUnifiedCommunications
Manager 10.5(1)ノードのシャットダウンおよびMCSサーバ上の 10.5(1)以前の Cisco Unified
Communications Managerノードの起動も含まれます。エンドユーザに対する長時間のダウンタイ
ムを避けるために、このプロセスは順序どおりのシーケンスで実行する必要があります。 Cisco
Unified Communications Managerの 8.0(x)以前のリリースへのロールバックに関する下記の情報を
確認します。

クラスタを 8.0(x)以前のリリースに戻す場合、セキュリティ関連の重要な変更を説明する以下の
マニュアルを参照してください:

『Migrating IP Phones Between Clusters with Cisco Unified Communications Manager 8 and ITL Files』

『Rolling Back the Cluster to a Pre-8.0 Release』

ロールバックが完了したら、もう一度テスト計画を実行して、すべてのサービスと機能が予期し

たとおりに機能していることを確認します。
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第 4 章

リンクと参考資料

• リンクと参考資料, 23 ページ

リンクと参考資料
関連情報については、次のマニュアルを参照してください。

インストール、アップグレード、および移行

『Cisco Prime Collaboration Deployment Administration Guide』

『Installing Cisco Unified Communications Manager』

『Install and Upgrade Guides for Cisco Unified Communications Manager』

『Upgrade Guide for Cisco Unified Communications Manager』

『Cisco Unified Communications Manager on virtualized servers』

互換性

UC仮想化でサポートされるハードウェア

Cisco Unified Communications Manager 10.xの互換性情報

ネットワークの設計と導入

Cisco Collaboration Systems 10.x Solution Reference Network Designs（SRND）

Cisco Prime Collaboration Deploymentのベストプラクティスについては、Cisco Prime Collaboration
Deployment Administration Guideを参照してください

ライセンス

Cisco Prime License Managerリリース・ノート

『Cisco Software Licensing Portal Changes Quick Reference Guide』
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/virtual/CUCM_BK_CA526319_00_cucm-on-virtualized-servers.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/UC_Virtualization_Supported_Hardware
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/compat/10_x/CUCM_BK_CD1DB914_00_compat_matrix.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab10/collab10.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-license-manager/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/web/fw/tools/swift/ui/PDF/CiscoLicensingPortalChanges.pdf


リリース情報

Cisco Unified Communications Managerリリースノート

電話機ファームウェアのリリースノート。 『CiscoUnified Communications SystemRelease Summary
Matrix for IP Telephony』では、すべての Cisco Unified Communications Managerリリースで推奨さ
れる電話機ファームウェアのバージョンをまとめています。

『Documentation Guide for Cisco Unified Communications Manager』

トラブルシューティング

『Database Replication Error in Cisco Unified Communication Manager』
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